
テキストでの ELD ファイルの取り込み方法 

 

トレードステーション特設サイトでご紹介しております「スグ使えるインジケーター・ワークスペース

集」のインジケーターをトレードステーションにインポートする際、「一時ファイルの作成に失敗しまし

た」等のエラーが発生する場合があります。 

 

上記の対応として、『よくある質問』で、一時フォルダを作成してアクセス権限を変更する方法をご紹介

しています。この方法でも取得できない場合やパソコンの設定を変更したくないという場合は、以下の

「テキストで ELDファイルを取り込む方法」をお試しください。 

 

＜手順＞ 

① 利用したいインジケーター・ワークスペースの【［ダウンロードでエラーが発生する場合］インジケ

ーターをテキストでダウンロード】をクリックし、zipフォルダをデスクトップ等にダウンロード 

 

② zip フォルダを開き、保存ファイルを確認する（zip フォルダはダブルクリックで開くと解凍されて

保存ファイルが確認できます） 

 

 

 

 

 

③ フォルダ内のテキスト（メモ帳）を開き、メニュー「編集」から「すべて選択」をクリック 

（フォルダ内にテキストファイルが複数ある場合は、ひとつずつ作業します。） 

 

 

④ 選択後にテキストをコピー（「編集」から「コピー」をクリック） 
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⑤ プラットフォームメニュー「表示」から「EasyLanguage開発環境」をクリックして開発環境画面を

呼び出す 

 

 

⑥ 開発環境画面「ファイル」から「新規作成」を選択して「インジケーター」をクリックする 

 

⑦ 「新規インジケーター」の「名前」にダウンロードしたテキストのファイル名（拡張子を除く）を入

力し、「OK」ボタンをクリックしてインジケーター編集画面を開く（初期画面は真っ白な状態） 

 

 

⑧ コピーしたテキストをインジケーター編集画面に貼り付け、画面上部の検証アイコン   をクリッ

ク 



 

※検証アイコンをクリックする前（テキストを貼り付けた状態）では、画面下の赤枠の中は「未保存、

未確認」と表示されていますが、検証アイコンをクリックすると、下画面のとおり「保存、検証済み」

に変わります。これで作業は終了です。 

 

 

上記でインジケーターの取り込みが完了しました。 

（テキストファイルが複数ある場合は、全てのファイルで同じ作業を行ってください。） 

 

あとは、「スグ使えるインジケーター・ワークスペース集」の「ワークスペースをダウンロード」をクリ

ックしてダウンロードすれば、ワークスペースが表示されます。 
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